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《ＡＤＭ-６５２／６５６ＡＴ》                                                                4-1. インストール

                               第４章．ソフトウエア

   《注》 ＷＩＮＤＯＷＳ 2000 対応：   特に断りのない限り、ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ用ソフトが

                                    そのまま使用できます。

   《注》 ＷＩＮＤＯＷＳ９８対応 ：   特に断りのない限り、ＷＩＮＤＯＷＳ９５用ソフトが

                                    そのまま使用できます。

4-1. インストール

 本製品用のソフトウエアは３.５インチ（１.４４ＭＢ）ＦＤまたはＣＤに圧縮された形で格納

 されており、同メディア内のインストーラの実行により展開されます。　なお、内容については

 充実・改良の目的で後日、追加・変更も有り得ます。

   重要な変更については同メディア内のドキュメントファイルに記すこととします。

 ◆ＡＤデータ収集：     WINDOWS ９ｘ・ＮＴ版ＬａＢＤＡＱ／ｊｒです。

 （ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ）      ＡＤサンプリング/リアルタイム波形表示/データファイル保存等、

                      すぐ実用になる基本機能を備えています。（最大データ数８Ｋ語制限版）

                        【専用マニュアル】：同ソフト格納ディスク内のＰＤＦファイル。

 ◆ハンドラＬＩＢ：     ＡＤボード制御の基本機能を関数化、サンプリング条件設定から実行、

 （16bit/DOSﾗｲﾌﾞﾗﾘ）  配列にデータを得るまで、ユーザ記述のメインプログラムから呼び出す

                      だけです。【専用マニュアル：第５章】

 ◆ハンドラＤＬＬ：     ＡＤボード制御の基本機能を関数化、サンプリング条件設定から実行、

   （WIN32ﾗｲﾌﾞﾗﾘ）    配列にデータを得るまで、ユーザ記述のメインプログラムから呼び出す

                      だけです。（Ｃ，Ｃ＋＋，Ｄｅｌｐｈｉ，ＶＢのサンプル添付。）

                                                            【専用マニュアル：第６章】

 ◆サンプルソフト：     ＡＤボード制御プログラムを手造りするユーザ向けの操作例です。

           （ｿｰｽ）    Ｃ、およびＱｕｉｃｋ-Ｂａｓｉｃで例示しています。

                        ポーリング、割り込み等の使用方法を学習することができます。

 ◆その他        ：     ＷＩＮＤＯＷＳ 95･98/NT4･2000/3.1 でＩ／Ｏ読み書きを実行するため

   （for WINDOWS）   の汎用ＤＬＬが添付されています。  基本的には当ＤＬＬを使用して、本

                     ボード上の各レジスタを読み書きすることでプログラミングが可能ですが、

                     通常の用途では前記のＷＩＮＤＯＷＳ用ハンドラ【第６章】が便利です。

                       また、オプションでＶｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ（4.0 以上）等でのプログ

                     ラミングにはＷＩＮＤＯＷＳ９５/ＮＴ用のカスタムコントロール（OCX）

                     と使用例を含む開発キットＰＲＯＳＹＳ－６５ｘＫ（￥３４,０００）も

                     用意されています。

◆ 市販ソフト対応：    表計算（ＥＸＥＬ等）向けのＣＳＶ形式、

                     および波形解析ソフトＤＡＤｉＳＰ向けの専用形式ファイルを添付のＡＤ

                     データ収集ソフトＬａＢＤＡＱ／ｊｒで作成・保存できます。
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4-1. インストール                                                                《ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ》

  ＝ インストール作業 ＝

　操作手順／ＦＤＤの場合　　        ◆インストール元：Ａドライブ、

　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　        （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　　              の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】

　　　　　　　　　　　              C:¥＞A：INSTALL□A：□C：【ENTER】

　操作手順／ＣＤＲＯＭの場合　　　　◆インストール元：Ｄドライブ（ＣＤＲＯＭ）

　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　　　　　 （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　               の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】

　　　　　　　　　　　              C:¥＞CD□D:￥INSTALL￥ISA￥AD￥ADM652【ENTER】

                                                               （￥ADM656）

                                    C:¥＞D:INSTALL□D:□C:【ENTER】

　　　　　　　　　　各プログラムグループ（Ｃ，ＢＡＳＩＣ等）ごとにインストール実行

                  の有無を問うてきますから、【Ｙ】＝ｙｅｓ，【Ｎ】＝ｎｏ，で答える

                  だけで作業が進みます。

　　　　　　《注》　ＭＳ－ＤＯＳの環境変数“ＣＯＭＳＰＥＣ”が設定されていないか、

                  または正常に設定されていないと本インストール・プログラムの作業が

                  途中で停止してしまいます。　実行前に確認、または設定しておいてく

                  ださい。

　　　　　　　　 ＝ 設定例 ＝　ＣＯＭＭＡＮＤ．ＣＯＭがＣドライブの￥にある場合、

　　　　　　　　               ＞SET□COMSPEC＝C：￥COMMAND.COM【ENTER】

　　　　　　　　　　全ファイルをインストールした場合のディレクトリ構造は図４－１の

　　　　　　　　　ようになります。

  【注１】  本ボード専用のＷＩＮＤＯＷＳ版ハンドラＤＬＬ／デバイスドライバは当作業の後、

          ６－３項に従って必要なファイルを適合フォルダにコピーする必要があります。

  【注２】  ボード依存性のない汎用のＷＩＮＤＯＷＳ版Ｉ／Ｏ実行ＤＬＬ／デバイスドライバは

          当作業ではインストールされません。  ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用はＷｉｎ９５フォ

          ルダにありますので各ファイルを適合フォルダにコピーする必要があります。

            ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ用はＷｉｎＮＴフォルダ中にあり、同フォルダ中の専用インス

          トーラで導入してください。

            （追伸）ＣＤＲＯＭの場合、Ｗｉｎ９５およびＷｉｎＮＴフォルダはＩＮＳＴＡＬＬ

                    フォルダ下のＤｒｉｖｅｒｓフォルダ下にあります。
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《ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ》                                                               ４-1. インストール

　　図４－１．インストール後のディレクトリ       ★　本図は原形です。　充実・改良の目的で後日、追加・変更も

                                                   有り得ます。

                                                 ★凡例 ＭＳ－Ｃ： ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ－Ｃの略

　　　  　￥                                              Ｔ－Ｃ： ＴＵＲＢＯ－Ｃの略

          ｜                                              Ｂ－Ｃ： ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃの略

          ｜

    ＭＳＣＩＥＮＣＥ                                      ■＝２： ＡＤＭ－６５２ＡＴ用

　        ｜                                              ■＝６： ＡＤＭ－６５６ＡＴ用

          ｜

          ｜―ー ＢＯＡＲＤＴＳＴ －－－６５■ＱＢ２．ＥＸＥ：本ボードの試運転・動作確認用プログラム

          ｜　　　　　　　　　　　  ｜－６５■ＱＢ２．ＣＯＭ：英語モードに切り替えた後、ＥＸＥを実行する

          ｜

          ｜―ー ＨＮＤ６５■Ｃ ーーー ＩＮＣＬＵＤＥ ―ー ＳＭＰＥＸＴ．Ｈ ：ハンドラ用・共通ヘッダファイル

          ｜     （Ｃハンドラ）   ｜

　　　　　｜                      ｜－ ＬＩＢ ーーー ６５■ＴＳ．ＬＩＢ ： Ｔ－Ｃ、Ｂ－Ｃ用スモールモデル

          ｜                      ｜            ｜― ６５■ＴＬ．ＬＩＢ ： Ｔ－Ｃ、Ｂ－Ｃ用ラージモデル

          ｜                      ｜            ｜― ６５■ＭＳ．ＬＩＢ ：       ＭＳ－Ｃ用スモールモデル

          ｜                      ｜            ｜― ６５■ＭＬ．ＬＩＢ ：       ＭＳ－Ｃ用ラージモデル

　　　　　｜                      ｜

          ｜                      ｜― ＳＭＰ６５■ ー― ＳＡＭＰＬＥ□．Ｃ

　　　　　｜

　　　　　｜－－ＳＭＰ６５■Ｃ－－－－ＭＩＣＲＯＳＦＴ．Ｈ  ： ＭＳ－Ｃ用ヘッダ

　　　　　｜ （Ｃの各種サンプル） ｜－ＢＯＲＬＡＮＤ．Ｈ　　： ＴＵＲＢＯ－Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ用ヘッダ

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＡＤＭ６５■．Ｈ      ： 共通ヘッダ

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＰＯＬ６５■Ｅ１．Ｃ  ： ポーリング動作例  （エンプティ解消フラグ使用）

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＰＯＬ６５■Ｈ１．Ｃ  ： ポーリング動作例    （ハーフフル・フラグ使用）

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＩＮＴ６５■Ｅ１．Ｃ  ： 割り込み動作例    （エンプティ解消フラグ使用）

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＤＭＡ６５■Ｅ１．Ｃ  ： ＤＭＡ動作例      （エンプティ解消フラグ使用）

          ｜                      ｜－ＭＳＶ６５■Ｈ１．Ｃ  ： マスタスレーブ動作例（ハーフフル・フラグ使用）

　　　　　｜

　　　　　｜－－ＳＭＰ６５■Ｂ－－－－６５■ＱＢ１．ＢＡＳ： 内部クロックによる連続サンプリング例

　　　　　｜                      ｜－６５■ＱＢ２．ＢＡＳ： マニュアル・サンプリング例

　　　　　｜      Ｑｕｉｃｋ                               （試運転・動作確認用プログラムのソース）

          ｜      Ｂａｓｉｃ

　　　　　｜

          ｜

          ｜       ハンドラ

          ｜―― Ｈｎｄ＿９５ ―― Ａｄｍ６５■ ――― Ｄｌｌ：ハンドラＤＬＬ

          ｜   （ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用）     ｜－ Ｖｘｄ：デバイスドライバ

          ｜                                      ｜－ Ｖｂ５：Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ（５.０）用サンプル

          ｜                                      ｜－ Ｖｃ５：Ｖｉｓｕａｌ－Ｃ（５.０）用サンプル

          ｜                                      ｜－ Ｂｃ５：Ｂｏｒｌａｎｄ－Ｃ（５.０）用サンプル

          ｜                                      ｜－ Ｖｃ５＿ｃｐｐ：Ｖｉｓｕａｌ Ｃ＋＋（５.０）用サンプル

          ｜                                      ｜－ Ｄｅｌｐｈｉ３：Ｄｅｌｐｈｉ（３.０）用サンプル

          ｜

          ｜       ハンドラ

          ｜―― Ｈｎｄ＿ＮＴ ―― Ａｄｍ６５■ ――― Ｄ６４０ｒｅｇ：デバイスドライバ設定ユーティリティ

            （ＷＩＮＤＯＷＳ/ＮＴ４・２０００用） ｜－ Ｄｌｌ：ハンドラＤＬＬ

                                                  ｜－ Ｓｙｓ：デバイスドライバ

                                                  ｜－ Ｖｂ５：Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ（５.０）用サンプル

                                                  ｜－ Ｖｃ５：Ｖｉｓｕａｌ－Ｃ（５.０）用サンプル

                                                  ｜－ Ｂｃ５：Ｂｏｒｌａｎｄ－Ｃ（５.０）用サンプル

                                                  ｜－ Ｖｃ５＿ｃｐｐ：Ｖｉｓｕａｌ Ｃ＋＋（５.０）用サンプル

                                                  ｜－ Ｄｅｌｐｈｉ３：Ｄｅｌｐｈｉ（３.０）用サンプル

      【注】 ＷＩＮＤＯＷＳ（ＮＴ／９５・９８／３.１）用の各汎用Ｉ／Ｏ制御ＤＬＬ、デバイスドライバは別途。
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4-2．ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて                                               《ＡＤＭ-６５２／６５６ＡＴ》

 4-2．（汎用）ＷＩＮＤＯＷＳドライバについて

　 ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＮＴ・2000／３.１の場合はＩ／Ｏ用の汎用ＤＬＬが添付されています。

   基本的には当ＤＬＬ（およびデバイスドライバ）を使用して本ボード上の各レジスタを読み書き

 することでプログラミングが可能です。  これらは御自身で（ボードにアクセスする部分の）ライ

 ブラリ等を製作する場合への便宜です。  添付の本ボード専用ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ・ＮＴ 4・2000

 用のドライバ／ライブラリ（第６章）を利用する場合は不要です。

             （WINDOWS NT4･2000 の場合）（WINDOWS95・98 の場合） （WINDOWS 3.1 の場合）

                    ユーザプログラム        ユーザプログラム      ユーザプログラム

                 割り込み   Ｉ／Ｏ       割り込み   Ｉ／Ｏ           Ｉ／Ｏ

        （添付）   通知       実行         通知       実行             実行

                        （ＤＬＬ）             （ＤＬＬ）            （ＤＬＬ）

                        デバイス           デバイス

        （添付）        ドライバ           ドライバ

                       本ボード                本ボード               本ボード

 ＷＩＮＤＯＷＳ３.１：    Ｗｉｎ３１フォルダ以下に格納されており、 ＶＢ（2.0）で利用でき

                        ます。  Ｃ，Ｃ＋＋の場合は当ＤＬＬを使用せずともインラインアセン

                        ブラで直接Ｉ／Ｏ命令を記述できます。  割り込みを使用するときは、

                        ＤＯＳ同様に直接制御で対応できます。

 ＷＩＮＤＯＷＳ ９５：    Ｗｉｎ９５フォルダ以下に格納されており、 ＶＢ（4.0/5.0）で利用

            （or９８） できます。  ブロックＩ／Ｏ命令もサポートされています。  Ｃ＋＋、

                        Ｃの場合は当ＤＬＬを使用せずともインラインアセンブラで直接Ｉ／Ｏ

                        を記述できます。  割り込みはＤＯＳ同様に直接制御、またはデバ

                        イスドライバ（Pta95_0.vxd）で対応します。

 ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ：    ＷｉｎＮＴフォルダ以下に格納されており、ＶＢ（5.0）で利用でき

              （2000）  ます。  ブロックＩ／Ｏ命令、割り込みもサポートされています。

                              ＮＴ・２０００ではＩ／Ｏ制御、割り込み、共に必ずデバイス

                            ドライバが必要です。

                              本デバイスドライバは最大１６枚のボードを（各単独に）制御

                            することができます。／当社製品でなくても可能／

   各デバイスドライバのインストール、および使用方法については各ドライバ格納フォルダ中の

 テキストファイルに従ってください。（４－１項【注１】【注２】参照）
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《ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ》                                              4-３.Ｑｕｉｃｋ Ｂａｓｉｃサンプル

 4-3. Ｑｕｉｃｋ Ｂａｓｉｃサンプル

  ＢＡＳＩＣ文だけで記述したサンプルソフト６５■ＱＢ１．ＢＡＳ／６５■ＱＢ２．ＢＡＳが

 あります。

  ６５■ＱＢ１．ＢＡＳ

    内部クロックを使用して指定点数だけ自動連続サンプリング、数値表示を繰り返し行います。

    データ転送はＦＩＦＯメモリのＥＭＰＴＹ解消【Not Empty】フラグを監視（ポーリング）し

て行います。  ＦＩＦＯメモリ容量までは本ボード自体の最高サンプリング速度が可能、それ

  以上はパソコン本体の実行速度（ＣＰＵ／クロック）に依存します。

    《注１》   例えばＣＰＵ＝４８６/６６ＭＨｚのパソコンで本プログラムを使用するときの

             最高データ転送速度は、 １０ＫＨｚ（at  １ﾁｬﾝﾈﾙ）

                                      ７ＫＨｚ（at  ４ﾁｬﾝﾈﾙ）

                                      １ＫＨｚ（at１６ﾁｬﾝﾈﾙ） 程度です。

    《注２》   本ボード搭載のＦＩＦＯメモリ入力側速度（使用ﾁｬﾝﾈﾙ数 ×ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周波数）が

             出力側速度（パソコン側へのデータ転送速度）より速いときは同メモリの充満量が

             次第に増えてゆき、ついにはオーバーフローを起こしてエラー（ＥＲＲ）フラグが

             立ちます。  当時点以降にサンプリングされた新データは全て消失されますが、

           【ここでトリガ禁止操作によりサンプリングを止めれば】ＦＩＦＯメモリ内のデータ

             は全て有効に読み出すことができます。  なおオーバーフロー発生がブロック転送

             実行タイミングと重なった場合はＦＩＦＯメモリ末尾側に最大１ブロック転送分の

             空領域を残すような形となります。（本サンプルではブロック転送は不使用）

                                 図４－３Ａ．６５■ＱＢ１のフローチャート

                                         Ｉ／Ｏベースアドレス： ＩＯＡＤＲ％

                    プログラム上の

                    パラメータ定義       ＡＤデータ配列： ＡＤＤＡＴ％（  ， ）

                                         使用チャンネル： ＣＨＮＵＭ％

                    制御データ作成             データ数： ＳＭＰＬＮＵＭ％     ／１チャンネル当り。

                                           クロック指定： ＣＬＫ１，ＣＬＫ２   ／クロック値，単位

                    ボード・リセット

                    動作条件の再設定

                     ＯＮ【ＥＳＣ】          終了

                                                                           操作

                       スタート

                                                               【ＥＮＴＥＲ】ＫＥＹ： スタート

                                                               【ＳＰＡＣＥ】ＫＥＹ： 中断／再開

                      データ転送                               【ＥＳＣ】ＫＥＹ： 終了

                    ＣＲＴに数値表示
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４-３. Ｑｕｉｃｋ Ｂａｓｉｃサンプル                                            《ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ》

  ６５■ＱＢ２．ＢＡＳ

  本例では１回ＡＤサンプリング・スキャン／数値表示を繰り返し行います。

  実行形式６５■ＱＢ２．ＥＸＥも用意されており、動作確認・再調整時のモニタに利用できます。

                                                                       （１－６項．参照）

                                  図４－３Ｂ．６５■ＱＢ２のフローチャート

                    プログラム上の       Ｉ／Ｏベースアドレス： ＩＯＡＤＲ％

                    パラメータ定義

                                         ＡＤデータ配列： ＡＤＤＡＴ％（  ， ）

                    制御データ作成       使用チャンネル： ＣＨＮＵＭ％

                    ボード・リセット                                       操作

                     動作条件の設定                           【ＥＮＴＥＲ】ＫＥＹ： スタート

                                                              【ＳＰＡＣＥ】ＫＥＹ： 中断／再開

                                                                  【ＥＳＣ】ＫＥＹ： 終了

                     ＯＮ【ＥＳＣ】         終了

                     サンプリング     （１回サンプリング・スキャン）

                      データ転送

                    ＣＲＴに数値表示


